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抗がん剤曝露対策協議会

-設立の背景と目的-

・抗がん剤曝露対策

・基本的考え方

・抗がん剤

抗がん剤

① アルキル化剤 薬の中のアルキル基を、がん細胞のDNAに結合させ、
DNA合成を妨げ、がん細胞の分裂・増殖を阻止する。
シクロフォスファミド・ナイトロジェン・マスタード、

メルファラン…
① 代謝拮抗剤 DNA合成に必要な物質に類似した構造を持つ化合物

の投与により、がん細胞の増殖を阻止する。
メソトレキセート 5FU…

② 抗がん抗生物質 アクチノマイシンD、ドキソルビシン、ブレオマイシン、
マイトマイシンC …

③ 植物由来物質 細胞分裂障害 ビンクリスチン、ビンブラスチン、
イリノテカン…

④ 白金化合物 シスプラチン、カルボプラチン…
⑤ ホルモン薬

⑥ 分子標的薬
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間野博行博士の御厚意による

中外製薬 Alectinib 日本で

承認 ノバルティス製薬

Ceritinib 米国で承認

ARIAD AP26113 米国

Xcovery X-396 米国

Tesaro TSR-011 米国

Teva CEP-37440 米国

Pfizer PF-06463922 米国

Ignyta RXDX-101 米国

第2世代のALK阻害剤-臨床試験

奏功率 = 93.5%!
PFS >27 ヶ月

(Lancet Oncol 2013) 

間野博行博士の御厚意による

抗がん剤（２）
抗がん剤の副作用、毒性とその対策

・悪心、嘔吐 → 5HT3セロトニン拮抗薬、デキサメサゾン・・・

・白血球・好中球減少、感染症→G-CSF

・下痢→補液、ソマトスタチン・・・

・口内炎→口腔ケア、キシロカイン入りうがい薬・・・

・末梢神経障害、肝機能・腎機能障害

・

・

・

抗がん剤（3）

・がんが局所を離れて全身化すると、抗がん剤か免疫療法が使わ

れる。

・抗がん剤にはさまざまな副作用・毒性がある。

・患者さんは、抗がん剤の効果と副作用・毒性に関して十分な説明

を受けた上で、診療を受ける。→これは患者さん本人の問題

・一方、抗がん剤は、その調整にあたる医療従事者、特に薬剤師、

看護師、医師に対しても毒性を発揮する可能性がある。

抗がん剤曝露対策協議会

-設立の背景と目的-

・抗がん剤曝露対策

・基本的考え方

・抗がん剤

抗がん剤曝露対策協議会
・2014年4月30日 設立

✓薬剤師、看護師、医師等の多職種チーム

理事長 垣添忠生

副理事長 杉浦伸一

副理事長 渡邉眞理

事務局 (株）コンパス

✓抗がん剤曝露対策に関する既存のエビデンスと新規エビデンス

を蓄積。

✓情報発信、トレーニング・・・

✓抗がん剤がより安全に使用できるようクリーンな環境づくりに邁進する。

・2015年1月8日 NPO法人 認証される。
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平成26年5月29日別記の関係団体の長 殿

厚生労働省労働基準局安全衛生部

化学物質対策課長

発がん性等を有する化学物質を含有する
抗がん剤等に対するばく露防止対策について

さて、医療現場で取り扱われる抗がん剤等においては、シクロホスファミド等発がん性等を有する化学
物質が含有されている場合があります。適切に患者に投与すれば高い薬理効果がある反面、これらを取
り扱う（調剤、投与、廃棄等）薬剤師や看護師等の労働者が意図せず、それらの気化した抗がん剤の吸
入ばく露、針刺し、あるいは漏出した抗がん剤への接触による経皮ばく露した場合等に健康障害を発症
するおそれがあるため、必要なばく露防止対策を実施する必要があります。
つきましては、下記のとおり抗がん剤等を取り扱う薬剤師や看護師等の労働者のばく露防止対策の留

意事項を取りまとめましたので、貴団体におかれましても、傘下会員等に対する通知、会員等の取組の周
知等により、ばく露防止対策の取組が促進されるように御協力を賜りますようお願い申し上げます。

記

１．調製時の吸入ばく露防止対策のために、安全キャビネットを設置
２．取扱い時のばく露防止のために、閉鎖式接続器具等（抗がん剤の漏出及び気化並びに針刺しの防止を目的

とした器具）を活用
３．取扱い時におけるガウンテクニック（呼吸用保護具、保護衣、保護キャップ、保護メガネ、保護手袋等の着

用）を徹底
４．取扱いに係る作業手順（調剤、投与、廃棄等におけるばく露防止対策を考慮した具体的な作業方法）を策定

し、関係者へ周知徹底
５．取扱い時に吸入ばく露、針刺し、経皮ばく露した際の対処方法を策定し、関係者へ周知徹底

抗がん剤曝露対策協議会

-設立の背景と目的-

・抗がん剤

・抗がん剤曝露対策

・基本的考え方

基本的な考え方
・抗がん剤は危険な薬物である。

✓患者さんに対して

✓調製にあたる医療従事者に対して

✓清掃や廃棄を担当する業者に対して

✓在宅で治療する場合、家人に対しても

・危険性をあまりに強調しては問題が生じる。

・当協議会が中心となって、情報発信を続け、世の中の理解を得る。

・医療機関の長、管理者の理解を得る。

・抗がん剤がより安全に使用できるようクリーンな環境作りに邁進す

る。


